
�
�
�
�

大
阪
府
交
野
市
森
遺
跡
で
は
、
一
九
八
六
年
以
来
の
市

道
建
設
に
先
立
つ
発
掘
調
査
で
、
古
墳
時
代
中
・
後
期
の

鍛
冶
関
連
遺
構
・
遺
物
を
多
数
確
認
し
て
い
る
。
そ
し
て

山
陰
系
の
鼓
形
器
台
、
祭
具
に
使
用
さ
れ
た
ミ
ニ
ュ
チ
ュ

ア
鉄
斧
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

私
は
報
告
書
作
成
過
程
で
、
森
遺
跡
の
鍛
冶
操
業
を
掌

握
し
て
い
た
肩
野
物
部
氏
が
製
鉄
遺
跡
の
多
い
岡
山
県
津

山
市
で
出
雲
と
関
係
の
深
い
大
穴
持
命
を
祀
っ
て
い
た
伝

承
や
そ
の
先
行
研
究
を
紹
介
し
た
。
そ
し
て
森
遺
跡
の
西

側
を
流
れ
る
天
野
川
下
流
域
に
あ
り
、
物
部
氏
の
祖
・
伊

香
色
雄
に
関
係
し

(

１)

、『

和
名
抄』

の
伊
香
郷
に
比
定
の
大

阪
府
枚
方
市
伊
加
賀
が

『

播
磨
国
風
土
記』

(

以
下

『

風

土
記』

と
略
す)

揖
保
郡
条
に
載
る
佐
比

(

小
刀
・
鋤
な

ど
の
鉄
製
品)

祭
祀
に
関
連
し
た
枚
方
漢
人

(

渡
来
系
鍛

冶
工)

の
本
貫
地
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る

(

２)

。

ま
た
、
枚
方
里
の
鍛
冶
工
の
移
動
目
的
地
は
兵
庫
県
揖

保
郡
太
子
町
の
ほ
か
、
そ
の
先
の
岡
山
県
津
山
市
の
可
能

性
も
検
討
し
た
。

そ
の
後
、
三
〇
年
が
経
過
し
、
こ
れ
ら
四
市
町
に
お
い

て
、
新
た
な
考
古
学
的
調
査
成
果
も
蓄
積
さ
れ
て
き
て
い

る
。
中
で
も
森
遺
跡
で
は
、
六
世
紀
以
降
に
な
る
と
初
期

官
営
工
房

(

３)

が
確
認
さ
れ
、
後
の
飛
鳥
池
遺
跡
や
平
城
京
な

ど
の
官
営
工
房
の
先
駆
け
と
な
る
な
ど
、
五
世
紀
か
ら
始

ま
る
森
遺
跡
の
鍛
冶
操
業
は
、
六
世
紀
前
半
が
大
き
な
画

期
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
津
山
市
周
辺
で
も
肩

野
物
部
氏
伝
承
が
多
数
存
在
し
、
周
辺
に
は
製
鉄
遺
跡
が

分
布
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

本
論
は
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
肩
野
物
部
氏
や
枚
方
漢
人

に
関
わ
る
伝
承
が
、
な
ぜ
美
作
と
播
磨
に
お
い
て
み
ら
れ

る
の
か
、
継
体
朝
以
降
の
倭
王
権
に
よ
る
地
域
編
成
の
あ

り
方

(

４)

と
も
関
連
づ
け
て
、
そ
の
歴
史
的
前
提
に
つ
い
て
考
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え
て
み
た
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
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ま
ず
本
節
で
は
、
古
代
の
美
作
の
肩
野
物
部
氏
を
め
ぐ

る
中
山
神
社
の
伝
承

(

５)

に
つ
い
て
、
改
め
て
取
り
上
げ
て
み

た
い
。
肩
野
物
部
乙
麿
は
中
山
神
の
出
現
と
賭
け
事
に
負

け
た
た
め
土
地
を
同
神
に
譲
り
、
そ
れ
に
よ
り
大
穴
持
命

祭
祀

(

図
１)

が
衰
え
た
こ
と
を
妬
ん
だ
た
め
、
中
山
神

の
祟
り
に
あ
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
後
、
岡
山
県
久
米
郡
久

米
南
町
か
ら
岡
山
市
北
区
建
部
町
の
誕
生
寺
川
流
域
へ
の

移
住
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

現
在
、
中
山
神
社
の
主
神
は
鏡
作
命
、
配
神
は
石
凝
姥
命

と
天
糠
戸
命
で
あ
る
。

こ
の
肩
野
物
部
氏
に
つ
い
て
は
製
鉄
と
関
係
し
て
い
た

と
す
る
考
察

(

６)

が
な
さ
れ
て
き
た
。
同
氏
が
中
山
神
に
譲
っ

た
社
地
周
辺
は

『

古
今
和
歌
集』

に
記
さ
れ
た

｢

ま
が
ね

吹
く
＝
製
鉄｣

の
場
所
で
、
実
際
に
製
鉄
遺
跡
が
数
多
く

確
認
さ
れ
て
い
る

(

７)

。

こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
り
津
山
市
周
辺
と
誕
生
寺
川
流

域
で
は
、
肩
野
物
部
氏
が
移
住
し
た
と
す
る
奈
良
時
代
を

境
に
、
製
鉄
遺
跡
の
分
布
域
も
移
っ
て
い
く
。
中
山
神
社

の
社
地
は
元
々
乙
麿
の
屋
敷
地
で
、
中
山
神
に
譲
っ
た
後

も
す
ぐ
近
く
で
大
穴
持
命
を
祭
祀
し
て
い
た

(

図
１)

。

そ
し
て
移
住
先
で
は
、
乙
麿
が
創
建
に
関
係
し
た
と
す
る

籾
山
神
社
で
は
大
穴
持
命
、
志
呂
神
社
・
厨
神
社
で
は
事

代
主
神
な
ど
出
雲
系
を
祭
神
と
し
て
祀
っ
て
い
る
。
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次
に
肩
野
物
部
伝
承
地
周
辺
に
は
金
属
神
と
さ
れ
る
天

目
一
箇
神
を
祀
る
神
社
も
分
布
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し

た
い
。
一
カ
所
目
は
津
山
市
里
公
文
の
高
津
神
社
で
あ
る

が
、
元
は
近
く
の
炭
焼
神
社
か
ら
移
し
た
と
さ
れ
る
が
、

付
近
に
は
岡
山
県
史
跡
で
六
世
後
半
と
い
う
日
本
最
古
の

砂
鉄
製
鉄
跡
の
大
蔵
池
南
製
鉄
遺
跡
と
肩
野
物
部
の
屋
敷

地
伝
承
地
、
渡
来
系
遺
物
の
出
土
す
る
糘
山
古
墳
群

(

８)

が
あ

る
。
そ
し
て
糘
山
南
麓
ま
で
流
れ
る
打
穴
川
を
遡
っ
た
美

咲
町
打
穴
上
の
宮
代
神
社
が
二
カ
所
目
で
、
周
辺
に
は
製

鉄
遺
跡
が
分
布
す
る
。
打
穴
上
の
東
側
へ
山
道
を
下
れ
ば

肩
野
物
部
伝
承
が
多
い
誕
生
寺
川
に
で
る
。

肩
野
物
部
氏
が
大
穴
持
命
を
祭
祀
し
て
い
た
理
由
に
つ

い
て
は
、
奈
良
県
桜
井
市
の
三
輪
山
に
鎮
座
す
る
大
穴
持

命
と
同
一
神
の
大
物
主
命
と
物
部
氏
と
の
つ
な
が
り
か
ら

理
解
で
き
る
と
す
る

(

９)

。
確
か
に
、
三
輪
山
の
伝
承
を
み
て

い
く
と
、『

日
本
書
紀』

(

以
下

『

紀』

と
略
す)

神
代
上

第
八
段
一
書

(

六)

は
大
穴
持
命
の

｢

幸
魂
・
奇
魂｣

に

よ
り
三
輪
山
に
鎮
ま
る
こ
と
を
望
ん
だ
と
さ
れ
、『

古
事

記』
(

以
下

『

記』

と
略
す)

に
も
同
様
の
伝
承
が
載
っ
て

い
る
。
そ
の
麓
に
あ
る
奈
良
県
桜
井
市
の
大
神
神
社
は
、

『

延
喜
式』

で

｢

大
神
大
物
主
神
社｣

と
記
載
さ
れ
る
な

ど
、
大
穴
持
命
の
別
名

(

�)

の
大
物
主
命
の
信
仰
が
古
く
か
ら

あ
っ
た
。

『

紀』

崇
神
天
皇
五
年
条
や

『

古
事
記』

で
は
三
輪
山

の
大
物
主
命
の
祟
り
に
よ
り
疫
病
は
流
行
し
た
た
め
、
大

田
田
根
子
を
祭
主
と
し
、
物
部
連
の
祖
で
あ
る
伊
香
色
雄

を

｢

神
班
物
者｣

に
任
命
し
た
記
事
が
み
え
る
。
こ
れ
は

地
方
の
諸
豪
族
の
神
宝
を
取
り
上
げ
て
、
代
わ
り
に
大
和

で
作
っ
た
祭
祀
に
必
要
な
祭
具
を
班
り
、
そ
れ
で
彼
ら
の

神
を
祭
ら
せ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
の
指
摘

(

�)

は
極
め
て
示

唆
に
富
ん
で
い
る
。

『

古
語
拾
遺』

で
は
こ
の
時
に
天
目
一
箇
神
の
末
裔
が

剣
を
造
っ
た
と
す
る
伝
承
を
載
せ
、
筑
紫
国
・
伊
勢
国
の

忌
部
氏
の
祖
と
記
し
て
い
る
。
天
目
一
箇
神
は

『

紀』

神

代
下
第
九
段
一
書
に
よ
れ
ば
国
譲
り
の
時
に
、
大
穴
持
命

を
祀
る
た
め
の
祭
具
製
作
を
行
う

｢

作
金
者｣

と
し
て
指

名
さ
れ
、『

古
語
拾
遺』

天
岩
戸
段
で
は
こ
の
時
に
雑
刀
・

斧
と
鉄
鐸
を
作
っ
た
と
す
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
佐
比
祭

祀
と
天
目
一
箇
神
の
関
連
が
う
か
が
え
よ
う
。

考
古
学
調
査
か
ら
も
、
三
輪
山
西
麓
に
広
が
る
纏
向
遺

跡
の
一
〇
二
次
調
査
の
勝
山
古
墳
周
溝
Ｓ
Ｋ
〇
四
か
ら
は

鍛
冶
関
連
遺
物
に
加
え
て
鉄
鏃
や
鉄
片
な
ど
の
鉄
器
が
出
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土
し
て
い
る(

図
２)

。
鉄
器
は
軟
鉄
を
使
用
し
て
い
る
。、

出
土
地
点
か
ら
実
用
利
器
で
は
な
く
祭
祀
に
使
用
さ
れ
た

と
指
摘

(
�)

さ
れ
る
。
同
一
の
遺
構
内
か
ら
陶
質
土
器
も
出
土

し
て
い
る
。
同
様
に
纏
向
遺
跡
四
二
・
五
七
・
八
〇
・
九

〇
・
一
一
一
・
一
五
五
・
一
七
四
・
一
八
九
・
二
〇
〇
次

調
査
の
各
地
点
で
古
墳
時
代
前
期
の
鍛
冶
関
連
遺
物
が
出

土
し
て
い
る
。

私
は
そ
の
多
く
で
佐
比
祭
祀
の
た
め
の
鉄
製
祭
具
を
製

作
し
て
い
た
の
で
は
と
み
て
い
る
。
ま
た
纏
向
遺
跡
の
す

ぐ
西
方
低
地
は
興
福
寺
領
出
雲
荘
、『

紀』

仁
徳
天
皇
三

一
年
条
の
倭
屯
田
で
、
そ
の
司
と
し
て
淤
宇
宿�

も
み
え

る
な
ど
出
雲
と
の
関
係
が
深
い
場
所
で
も
あ
る

(

�)

。

近
年
の
再
整
理
で
、
纏
向
遺
跡
の
北
五
キ
ロ
に
あ
る
石

上
神
宮
と
接
す
る
布
留
遺
跡
に
お
い
て
も
古
墳
時
代
前
期

に
遡
る
鍛
冶
関
連
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
特
徴
は
、
纏
向
遺
跡
と
相
似
し
た
断
面
が
蒲
鉾
状
の

羽
口
の
存
在
で
、
布
留
遺
跡
で
も
佐
比
祭
祀
の
た
め
の
鉄

製
祭
具
製
作
を
開
始
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
二
天
皇
の
時
代
の
佐
比
祭
祀
に
関
す
る
伝
承
か

ら
、
美
作
の
肩
野
物
部
氏
が
大
穴
持
命
を
祭
祀
し
て
い
た

こ
と
や
周
辺
に
天
目
一
箇
神
を
祀
る
神
社
配
置
の
意
味
は
、
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大
穴
持
命
へ
の
祭
祀
を
石
上
神
宮
へ
の
引
き
継
い
だ
物
部

氏
の

｢

神
班
物
者｣

と
し
て
の
役
割
か
ら
読
み
解
く
こ
と

が
で
き
よ
う

(

�)

。
そ
し
て
製
鉄
が
開
始
さ
れ
る
六
世
紀
後
半

以
降
は
製
鉄
工
も
佐
比
祭
祀
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
祭
祀
の
開
始
は
中
国
山
地
で
の
初
期
製
鉄
技
術
の

導
入

(

�)

と
深
く
関
係
す
る
。
つ
ま
り
美
作
に
派
遣
さ
れ
た
肩

野
物
部
氏
が
、
当
地
に
お
い
て
渡
来
系
鍛
冶
技
術
を
応
用

し
製
鉄
を
開
始
、
そ
れ
に
付
随
す
る
形
で
、『

記
紀』

・

『

古
語
拾
遺』

に
載
る
中
央
伝
承
に
し
た
が
い
、
大
穴
持

命
祭
祀
を
持
ち
込
ん
だ
と
考
え
る
。

当
然
、
大
和
―
美
作
間
の
河
内
や
播
磨
に
も
そ
の
伝
播

の
痕
跡
が
あ
る
わ
け
で
、
次
節
で
み
て
い
き
た
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

『

風
土
記』

揖
保
郡
条
に
よ
れ
ば
応
神
朝
頃
、
神
尾
山

に
い
る
出
雲
之
大
神

(

比
売
神)

が
出
雲
国
の
人
の
通
行

を
妨
げ
る
の
で
、
佐
比
を
作
っ
て
、
佐
比
岡
に
祀
っ
て
鎮

め
よ
う
と
し
た
が
神
は
満
足
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
河

内
国
茨
田
郡
枚
方
里
の
漢
人
が
来
て
山
の
辺
に
住
ん
で
神

を
祀
っ
た
と
こ
ろ
、
神
は
鎮
ま
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

考
古
学
資
料
か
ら
み
て
こ
の
佐
比
祭
祀
に
つ
い
て
は
、

①
三
輪
山
祭
祀
が
陶
邑
の
大
田
田
根
子
伝
承
と
関
連
づ
け

ら
れ
て
お
り
、
五
世
紀
前
半
に
朝
鮮
半
島
か
ら
伝
わ
っ
た

鍛
冶
技
術
で

｢

神
へ
の
捧
げ
物｣

と
し
て
製
作
さ
れ
た
と

い
う
指
摘

(

�)

、
②
鉄
製
祭
具
と
鍛
冶
関
連
遺
物
と
が
集
落
内

外
の
祭
祀
遺
構
で
発
見
さ
れ
る
例
が
五
世
紀
後
半
に
増
加

す
る
と
い
う
指
摘

(

�)

な
ど
か
ら
、
五
世
紀
に
は
入
り
渡
来
系

鍛
冶
工
に
よ
り
各
地
へ
佐
比
祭
祀
が
拡
散
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
し
て
、
③
そ
れ
ら
の
遺
跡
の
一
つ
に
神
戸
市
西

区
伊
川
谷
町
の
白
水
遺
跡
第
三
次
調
査
Ｓ
Ｘ
〇
一
祭
祀
土

坑

(

�)

も
含
ま
れ
て
お
り
、
播
磨
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
。

『

風
土
記』

の
佐
比
岡
に
比
定
さ
れ
る
坊
主
山

(

�)

は
、
養

和
元
年

(

一
一
八
一)

製
作
の

『

播
磨
国
内
鎮
守
大
小
明

神
社
記』

に
佐
比
明
神
を
祀
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
五
世
紀
中
頃
か
ら
築
造
が
始
ま
っ
た
坊
主
山
古
墳
群
か

ら
は
多
数
の
鉄
製
品
が
出
土
し

(

�)

、
佐
比
祭
祀
と
の
関
連
が

う
か
が
え
る
。『

風
土
記』

が
出
雲
と
の
関
連
伝
承
が
多

い
こ
と
か
ら
、
特
に
こ
の
伝
承
に
つ
い
て
は

｢

鉄
の
流
通

を
め
ぐ
る
出
雲
・
播
磨
間
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た

(

	)｣

と
考

え
ら
れ
る
。
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次
に
茨
田
郡
枚
方
里
は

『

紀』

崇
神
天
皇
五
年
条
や

『

記』

同

天
皇
条
に
み
え
る
大
穴
持
命
へ
の

｢

神
班
物
者｣

で
あ
る
伊
香
色
雄

と
の
関
係
や
、『

延
喜
式』

記
載

の
意
賀
美
神
社
が
あ
り
、
末
社
に

は
大
物
主
神
を
祀
る
琴
平
神
社
、

素
戔
嗚
尊
を
祀
る
須
賀
神
社
、
大

国
主
神
を
祀
る
日
吉
神
社
が
明
治

時
代
に
枚
方
里
の
各
所
か
ら
集
め

ら
れ
て
い
る
な
ど
、
出
雲
系
諸
神

へ
の
祭
祀
が
盛
ん
な
場
所
で
あ
る
。

ま
た
一
九
九
一
年
の
拙
稿
時
で

は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の

後
、
茨
田
郡
枚
方
里
内
の
伊
加
賀

遺
跡
の
発
掘
調
査
で
、
五
世
紀
に

加
え
、『

風
土
記』

成
立
時
で
あ

る
八
世
紀
代
の
鍛
冶
関
連
遺
物
も
出
土
し

(

�)

て
い
る
。
そ
し

て
、
揖
保
郡
枚
方
里
及
び
周
辺
の
遺
跡
に
お
い
て
も
五
世

紀
代
、
六
世
紀
後
半
以
降
の
鍛
冶
関
連
遺
物

(

�)

が
出
土
、
羽

口
は
両
枚
方
里
と
も
に
渡
来
系
鍛
冶
工
系
譜
の
羽
口

(

図

３) (

��

を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

『

風
土
記』

に
は
直
接
の
記
載
は
な
い
も
の
の
、
考
古

学
成
果
を
踏
ま
え
る
と
美
作
の
事
例
と
同
様
に
、｢

作
金

者｣

と
し
て
佐
比
祭
祀
に
も
関
与
し
た
可
能
性
が
強
い
こ

と
が
示
唆
さ
れ
る
。
渡
来
系
鍛
冶
技
術
や
祭
祀
の
伝
播
に

は
、
播
磨
側
で
の
屯
倉
設
置
の
た
め
河
内
側
の
茨
田
屯
倉

か
ら
漢
人
を
徴
発
し
た

(

�)

こ
と
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

近
年
、
太
子
町
の
吉
福
西
遺
跡
で
一
〇
世
紀
に
行
な
わ

れ
た
鋤
先
を
立
て
た
祭
祀
遺
構
を
確
認
で
き
た
が(

図
４)

、

同
様
の
祭
祀
は
大
阪
府
枚
方
市
の
楠
葉
東
遺
跡
と
岡
山
県

真
庭
市
の
上
野
火
葬
墓
、
加
西
市
宮
の
谷
遺
跡
、
さ
ら
に

は
京
都
市
の
平
安
京
内
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
こ
れ
ら

鋤
先
を
立
て
る
祭
祀
は
、
平
安
時
代
に
な
っ
て
も
枚
方
漢

人
が
持
ち
込
ん
だ
佐
比
祭
祀
が
変
化
し
な
が
ら
も
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
鍛
冶
工
が
祀
っ
た
神
と
し
て
、｢

鉄
山
必
要
記
事

(
鉄
山
秘
書)｣

の
中
に
も

｢

作
金
者｣

と
し
て
記
さ
れ
る

天
目
一
箇
神

(

�)

が
候
補
と
し
て
上
が
る
。
同
神
は『

風
土
記』

託
賀
郡
条
に
み
え
る
天
目
一
命
や
、『

延
喜
式』

記
載
の

兵
庫
県
西
脇
市
大
木
町
の
天
目
一
神
社
と
佐
用
郡
佐
用
町

東
徳
久
の
天
一
神
玉
神
社
の
祭
神
で
も
あ
る
。
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天
一
神

玉
神
社
の

近
く
の
東

徳
久
遺
跡

で
は
、
炉

外
流
出
滓
・

炉
内
滓
や

炉
壁
廃
棄

土
坑
の
ほ

か
、
横
口

付
木
炭
窯

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
木
炭
窯
の
熱
残
留
磁
気
測
定
結
果

で
七
世
紀
後
半
と
の
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

『

風
土
記』

讃
容
郡
条
に
製
鉄
記
事
が
載
る
鹿
庭
山
北
東

麓
に
あ
る
佐
用
郡
佐
用
町
仁
方
の
神
庭
神
社
地
内
で
も
製

鉄
関
連
遺
物
が
採
取
さ
れ
て
い
る
が

(

�)

、
こ
こ
で
も
祭
神
は

天
目
一
箇
神
で
あ
る
。

近
世
の
た
た
ら
吹
き
製
鉄
に
お
い
て
祀
ら
れ
た
金
屋
子

神
が
天
目
一
箇
神
に
と
っ
て
変
わ
っ
た
と
す
る
指
摘

(

�)

も
、

先
に
述
べ
た
初
期
製
鉄
に
鍛
冶
技
術
を
応
用
し
た
と
す
れ

ば
妥
当
な
見
解
だ
ろ
う
。
ま
た

『

風
土
記』

で
は
大
穴
持

命
を
伊
和
大
神
や
単
に
大
神
と
も
記
す
宍
禾
郡
を
拠
点
と

す
る
神
と
す
る
が
、
そ
の
伝
承
は
揖
保
郡
や
讃
容
郡
条
に

も
記
さ
れ
て
お
り

(

�)

、
美
作
と
同
じ
く
大
穴
持
命
の
祭
祀
が

播
磨
の
産
鉄
地

(

�)

で
も
確
認
で
き
た
。

�
�
�
�

美
作
の
肩
野
物
部
氏
伝
承
、
そ
し
て

『

風
土
記』

に
載

る
播
磨
と
河
内
の
両
枚
方
里
の
漢
人
の
伝
承
に
は
関
連
性

が
あ
り
、
そ
の
基
底
に
は
大
穴
持
命
な
ど
出
雲
系
諸
神
の

祭
祀
を
行
う

｢

神
班
物
者｣

、
そ
の
た
め
の
祭
具
を
作
る

｢

作
金
者｣

の
存
在
が
浮
か
び
上
が
る
。
ま
た

｢

作
金
者｣

は
作
業
に
あ
た
り
天
目
一
箇
神
を
祀
っ
て
い
た
。

播
磨
の
枚
方
里
の
近
く
を
流
れ
る
揖
保
川
の
上
流
は
、

『

風
土
記』

に
よ
る
と
宍
禾
郡
粟
御
方
里
の
金
内
川
で
鉄

を
産
し
た
と
す
る
な
ど
、
美
作
の
肩
野
物
部
伝
承
地
と
同

じ
く
産
鉄
地
で
も
あ
る
。
近
江
の
初
期
製
鉄
で
想
定
さ
れ

た
よ
う
に

(

�)

、
中
国
山
地
で
も
そ
の
技
術
導
入
に
あ
た
り
、

漢
人
が
関
与
し
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
漢
人
に
よ
る
佐

比
祭
祀
の
広
が
り
は
倭
政
権
に
よ
る
地
域
編
成
施
策
と
も

関
連
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
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(

１)

片
山
長
三

｢

第
一
〇
章
神
社
と
寺
院｣

(『

交
野
町
史』

交

野
町
役
場
、
一
九
六
三
年)

。

(
２)
拙
稿

｢

ま
と
め｣

(『

森
遺
跡
Ⅲ』

交
野
市
教
育
委
員
会
、

一
九
九
一
年)

。
な
お

『

新
選
姓
氏
録』

を
み
る
と
逸
文
に
は

枚
方
漢
人
と
の
関
連
が
う
か
が
え
る
平
方
村
主
、
河
内
国
諸

藩
に
は
漢
人
庄
員
を
出
自
と
す
る
交
野
忌
寸
が
載
る
。

(

３)

浅
香
年
木

｢
倭
政
権
と
手
工
業
生
産｣

(『

日
本
古
代
手
工

業
史
の
研
究』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
一
年)

。

(

４)

坂
江
渉

｢『

風
土
記』
の
荒
ぶ
る
神
の
鎮
祭
伝
承
と
倭
王
権

の
地
域
編
成｣

(『

ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
紀
要』

第
七
号
、

二
〇
二
二
年)

。

(

５)

長
尾
勝
明
著
、
矢
吹
金
一
郎
校
訂

｢

苫
南
郡
神
社
部
中
山

神
社
条
長
者
屋
敷
項｣

(『

新
訂
作
陽
誌
第
一
巻
・
西
作
誌』

作
陽
新
報
社
、
一
九
一
三
年)

、
中
山
神
社
編

｢

中
山
神
社
縁

由
附
録｣

(『

中
山
社
資
料』

清
文
堂
、
一
九
二
三
年)

。

(

６)

八
木
意
知
男

｢

中
山
神
社
鎮
座
始
末
記｣

(『
美
作
女
子
大

学
研
究
紀
要
第
一
〇
号
・
美
作
短
期
大
学
研
究
紀
要
第
二
二

号』

、
一
九
七
七
年)

、
真
弓
常
忠

｢

古
代
製
鉄
祭
祀
の
神
々｣

(『

日
本
古
代
祭
祀
の
研
究』

学
生
社
、
一
九
七
八
年)

、
真
鍋

成
史｢

肩
野
物
部
と
鉄
・
鉄
器
生
産
―
社
寺
縁
起
を
中
心
に
―｣

(『

同
志
社
大
学
考
古
学
シ
リ
ー
ズ
Ⅵ

考
古
学
と
信
仰』

、
一

九
九
四
年)

。

(

７)

拙
稿

｢

吉
備
の
肩
野
物
部
伝
承
と
鉄
生
産｣

(『

交
野
の
王

墓
と
鉄
器
生
産』

交
野
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
二
二
年)

。

(

８)

拙
稿

｢

製
鉄
工
と
渡
来
人�

岡
山
県
糘
山
古
墳
群
の
事
例
よ

り�｣
(『

韓
式
土
器
研
究
一
四』

韓
式
土
器
研
究
会
、
二
〇
一

五
年)

。

(

９)

志
野
敏
夫

｢

美
作
中
山
神
社
と
オ
オ
ナ
ム
ヂ･

物
部
氏
‐
中

山
神
社
社
伝
を
中
心
と
し
て
‐｣

(『

岡
山
理
科
大
学
紀
要』

第
四
一
号
、
二
〇
〇
五
年)

。

(

10)
『

記』

神
代
巻
に
よ
れ
ば
、｢

大
国
主
神
。
亦
の
名
は
大
穴

牟
遅
神
と
謂
ひ
、
亦
の
名
は
葦
原
色
許
男
と
謂
ひ
、
亦
の
名

は
八
千
矛
神
と
謂
ひ
、
亦
の
名
は
宇
都
志
国
玉
神
と
謂
ひ
、

并
せ
て
五
つ
の
名
有
り
。｣

と
し
、『

紀』

神
代
上
第
八
段
一

書

(

六)

に
よ
れ
ば

｢

大
国
主
神
、
亦
の
名
は
大
物
主
神
、

亦
は
国
作
大
己
貴
命
と
号
す
。
亦
は
葦
原
醜
男
と
曰
す
。
亦

は
八
千
戈
神
と
曰
す
。
亦
は
大
国
玉
神
と
曰
す
。
亦
は
顕
国

玉
神
と
曰
す
。｣

と
す
る
な
ど
多
く
の
別
名
が
あ
る
。
そ
の
ほ

か
、『

播
磨
国
風
土
記』

に
お
い
て
大
穴
持
命
は
、｢

大
汝
命｣

や

｢

葦
原
志
許
乎
命｣

と
い
う
記
述
の
ほ
か
、｢

託
賀
郡
黒
田

里｣

の
記
事
に

｢

伊
和
大
神｣

の
妻
と
し
て

｢

奥
津
嶋
比
売

命｣

が
登
場
し
て
い
る
が
、
こ
の
女
神
は
大
穴
持
命
の
妻
で

あ
る
こ
と
か
ら
、｢

伊
和
大
神｣

も
大
穴
持
命
の
別
名
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

(

11)

石
田
一
良

｢

三
輪
の
神-

原
始
信
仰
の
生
き
残
り｣

(『

カ
ミ

と
日
本
文
化』

ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
三
年)

。

(

12)

小
池
香
津
江

｢

鍛
冶
関
連
遺
物｣

(『

大
和
・
纏
向
遺
跡』

学
生
社
、
二
〇
〇
五
年)

。

(
13)
森
浩
一

｢

出
雲
郷
や
花
の
御
所｣

(『

京
都
の
歴
史
を
足
元

か
ら
さ
ぐ
る

[

洛
北
・
上
京
・
山
科
の
巻]』

学
生
社
、
二
〇

〇
八
年)
。

(

14)

滋
賀
県
守
山
市
・
栗
東
市
の
一
部
は

『

和
名
類
聚
抄』

で
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は
栗
本

(

太)

郡
物
部
郷
と
さ
れ
、
古
墳
時
代
前
期
か
ら
後

期
の
鍛
冶
遺
跡

(

金
森
東
・
阿
比
留
・
蜂
屋
・
出
庭
・
高
野
・

岩
畑
・
辻
遺
跡)

が
密
集
し
、
木
製
刀
剣
装
具
や
韓
式
土
器

も
出
土
し
て
い
る
。
遺
跡
群
東
側
の
野
洲
川
を
挟
ん
で
三
上

山
が
鎮
座
し
、
そ
の
麓
の
御
机
神
社
は
天
御
陰
命(

天
目
一
箇

神
の
別
名)
を
祀
る
。

(

15)

村
上
恭
通

｢
古
墳
時
代
中
・
後
期
に
お
け
る
鉄
・
鉄
器
生

産｣
(『

古
代
国
家
成
立
過
程
と
鉄
器
生
産』

青
木
書
店
、
二

〇
〇
七
年)

。

(

16)

笹
生
衛

｢

古
墳
時
代
に
お
け
る
祭
具
の
再
検
討｣
(『

日
本

古
代
の
祭
祀
考
古
学』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年)

。

(

17)

村
上
恭
通

｢

鍛
冶
と
祭
祀�
忌
鍛
冶
の
原
型｣
(『

古
代
国
家

成
立
過
程
と
鉄
器
生
産』

青
木
書
房
、
二
〇
〇
七
年)

。

(

18)
『

白
水
遺
跡
第
三
・
六
・
七
次

高
津
橋
大
塚
遺
跡
第
一
・

二
次
発
掘
調
査
報
告
書』

(

神
戸
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
〇

年)

。

(

19)

飯
泉
健
司

｢

播
磨
国
風
土
記
・
佐
比
岡
伝
承
考�
風
土
記
説

話
成
立
の
一
過
程�｣
(『

古
代
文
学』

第
三
三
号
、
一
九
九
四

年)

。

(

20)

三
輪
鉱
士

｢

佐
比
岡
伝
承
の
考
古
学｣

(『

交
野
の
王
墓
と

鉄
器
生
産』

交
野
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
二
二
年)

。

(

21)

坂
江
渉

｢『

播
磨
国
風
土
記』

か
ら
み
る
出
雲
・
播
磨
間
の

交
通
と
出
雲
認
識｣

(『

古
代
出
雲
の
多
面
的
交
流
の
研
究』

島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
一
年)

。

(

22)

拙
稿

｢

交
野
に
お
け
る
古
墳
時
代
の
鉄
器
生
産｣

(『

交
野

の
王
墓
と
鉄
器
生
産』

交
野
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
二
二
年)

。

(

23)

前
掲
註

(

20)

文
献
。

(

24)

拙
稿

｢

鍛
冶
関
連
遺
物｣

(『

考
古
資
料
大
観
第
七
巻』

小

学
館
、
二
〇
〇
三
年)

。

(

25)

田
中
史
生

｢

ミ
ヤ
ケ
の
渡
来
人
と
地
域
社
会�

西
日
本
を
中

心
に�｣

(『

日
本
歴
史』

第
六
四
六
号
、
二
〇
〇
二
年)

。

(

26)

前
掲
註
二
〇
文
献
。

(

27)

俵
国
一

『

古
来
の
砂
鉄
製
錬
法』

(

丸
善
、
一
九
三
三
年)

。

同
書
に
は
天
明
四
年

(

一
七
八
四)

に
伯
耆
国
日
野
郡
の
下

原
重
仲
が
記
し
た

『

鉄
山
必
要
記
事

(

鉄
山
秘
書)』

が
掲
載

さ
れ
、
天
目
一
箇
神
は
第
一
巻
第
一
節

｢

金
屋
子
祭
文｣

、
第

三
節

｢

鉄
山
内
外
に
祭
る
神
の
號｣

、
第
四
節

｢

新
鉄
山
た
た

ら
祝
時
の
鏡
餅
の
供
え
方｣

、
第
六
節

｢

金
屋
子
神
の
ご
神
体

の
事｣

に
記
さ
れ
て
い
る
。

(

28)

村
上
泰
樹

｢

播
磨
北
西
部
の
古
代
鉄
生
産
研
究
の
現
状
と

幾
つ
か
の
視
点｣

(『

ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
紀
要』

第
三
号

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
、
二
〇
一
八
年)

。

(

29)

田
代
克
己

｢

天
目
一
箇
神｣

(『

講
座
日
本
文
学
神
話
下』

至
文
堂
、
一
九
七
七
年)

。

(

30)

古
市
晃｢

伊
和
大
神
と
は
何
か｣

(『『

播
磨
国
風
土
記』

の

古
代
史』

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
、

二
〇
二
一
年)

。

(
31)

土
佐
雅
彦

｢

播
磨
の
鉄｣

(『

風
土
記
の
考
古
学
②

『

播
磨

国
風
土
記』

の
巻』

同
成
社
、
一
九
九
四
年)

。

(

32)
森
浩
一

｢

滋
賀
県
北
牧
野
製
鉄
遺
跡
調
査
報
告｣

(『

若
狭
・

近
江
・
讃
岐
・
阿
波
に
お
け
る
古
代
生
産
遺
跡
の
調
査』

同

志
社
大
学
文
学
部
文
化
学
科
、
一
九
七
一
年)

。
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